
２０１２年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
9 * 2 5 1 1 8 8 2 1 1 2 3 6 0 0
10 * 1 1 2 2 0 0 3 0 1 1 0 1 0 0
13 * 1 3 9 12 2 3 3 1 2 3 1 1 0 0
34 * 0 0 6 12 0 0 2 3 6 9 2 0 1 0
77 * 0 7 4 8 2 2 5 2 3 5 0 1 2 0
1 0 0 0 0 1 1 2 2 0 1 1 0 0 0 0
2 0 1 2 1 3 0 0 1 0 1 1 2 1 0 0
11 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
12 0 3 6 4 9 0 0 3 1 0 1 1 0 0 0
55 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
85 0 0 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 3 9 7 14 3 4 1 0 5 5 5 3 1 1
13 * 0 0 1 1 0 2 5 0 1 1 1 1 1 0
34 * 0 0 2 4 0 0 0 1 2 3 2 0 0 0
74 * 0 2 5 6 2 5 1 1 2 3 5 4 0 1
91 * 0 4 3 13 1 1 0 2 3 5 4 0 1 0
3 0 0 0 1 4 1 4 0 0 1 1 0 0 0 0
9 0 1 2 1 3 0 0 4 1 1 2 2 1 0 0
11 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 1 0 0 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
71 0 0 0 4 4 2 4 1 3 3 6 2 1 0 1
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小椋 祐波 23 31
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古香 亮介 7 19
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南家 佳輔 16 29
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2012.10.07
流通科学大学開始時間 14:30

会　　場 滋賀県立体育館

流通科学大学
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男子

戦評
前半は両者とも譲らない一進一退の攻防が続いた。後半も膠着状態が続くと思われたが、流通科学大学のゾーン
ディフェンスが功を奏し、リードを広げる。甲南大学なそのリードを詰めらることが出来ず、結果そのまま流科大が勝利
を手にした。第１ピリオド、流科大#9南家のフリースローで試合が始まった。両チーム共序盤から激しいディフェンスで
点数が伸びない。試合が動き出したのは残り５分を切ったころ。甲南大は、#0田中の３Ｐシュートから得点を重ねてい
く。対する流科大は、インサイドで粘り強く点数を重ねる。どちらにも流れが傾かないまま22-21甲南大リードで第１ピリ
オド終了。第２ピリオド、流科大#12新宅のドライブシュートで始まる。両チーム共ミスが続き流れがつかめないまま残り
５分、流科大がタイムアウトを要求。タイムアウトあけ、流科大がゾーンディフェンスに切り替え流れをつかみかけたとこ
ろで、甲南大がすかさずタイムアウトを要求。終盤、流科大が３Ｐシュートを立て続けに決め36-41と流科大がリードを
広げて前半を折り返す。第３ピリオド、開始直後から、ゾーンディフェンスを攻めあぐねる甲南大を尻目に、流科大が
一気にたたみかける。甲南大はタイムアウトを取り、立て直しを図ったことで点数は開かなくなった。しかし点数を縮め
るまでには至らず、そのまま残りの時間が経過していく。50-69流科大がさらにリードを広げ最終ピリオドに突入。第４
ピリオド、19点のリードを追う甲南大は、#0田中のシュートを中心に得点を重ねる。対する流科大は速い展開で応戦
する。両チーム共得点を重ね、残り5分になったところで甲南大がタイムアウトを要求し指示を下す。その後甲南大は
オールコートプレスに切り替え速攻を狙う。しかし流科大は反撃を許さず、この試合最大の30点というリードを奪う。結
果、69-97という大差で流科大が勝利を収めた。
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